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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成30年8月16日(2018.8.16)

【公開番号】特開2016-43414(P2016-43414A)
【公開日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-020
【出願番号】特願2015-137444(P2015-137444)
【国際特許分類】
   Ｂ２１Ｊ  15/28     (2006.01)
   Ｂ２１Ｊ  15/00     (2006.01)
   Ｂ２１Ｊ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２１Ｊ   15/28     　　　Ｇ
   Ｂ２１Ｊ   15/00     　　　Ｇ
   Ｂ２１Ｊ   15/16     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リベットを取り付けるための方法（４００）であって、
　接合されるべき構造体（２０２）を通ってリベット（２０６）を配置すること（４０２
）、
　第一のリベットガン（１０２）を前記リベット（２０４）の第一の端に配置すること、
　第二のリベットガン（１０４）を前記リベット（２０４）の第二の端に配置すること、
及び
　前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）の発射を同期
させること、を含み、リベットの所与の側での各対抗する衝撃が、リベットのもう一方の
側で別の対抗する衝撃によって生じる衝撃波がリベットの前記所与の側に到達するのとほ
ぼ同じタイミングで起こるように、前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベ
ットガン（１０４）の発射を同期させることが、前記第一のリベットガン及び第二のリベ
ットガンの対抗する衝撃のタイミングを（ｉ）前記対抗する衝撃が起こる力、（ｉｉ）リ
ベットの構造上の特性、（ｉｉｉ）前記対抗する衝撃によって起こる衝撃波の速度に基づ
いて決めることを含む、方法（４００）。
【請求項２】
　前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）が、前記リベ
ット（２０６）に複数の対抗する衝撃を与えるように構成され、前記第一のリベットガン
（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）の発射を同期させることは、前記複数の
対抗する衝撃を同期させることを含む、請求項１に記載の方法（４００）。
【請求項３】
　各リベットガン（１０２、１０４）が、発射管（６０２）及び前記発射管（６０２）の
中の発射体（６０６）を含み、前記発射体（６０６）の速度は、前記リベットガンが前記
リベット（２０６）に衝撃を与える力及び前記リベットガン（１０２、１０４）の力が前
記リベット（２０６）に衝撃を与える時のうちの少なくとも一つに影響を与え、前記第一
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のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）の発射を同期させること
は、
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の前記発射体（６０６）の速度を調節して、そ
の結果、前記第一のリベットガン（１０２）の中の前記発射体（６０６）と前記第二のリ
ベットガン（１０４）の中の前記発射体（６０６）によって、リベットの所与の側での各
対抗する衝撃が、リベットのもう一方の側で別の対抗する衝撃によって生じる衝撃波がリ
ベットの前記所与の側に到達するのとほぼ同じタイミングで起こるようにすることを含む
、請求項２に記載の方法（４００）。
【請求項４】
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の前記発射体（６０６）の速度を調節すること
は、
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の光学センサ（６０４ａ－ｈ）を利用して、前
記発射管（６０２）の中の前記発射体（６０６）の位置を検出すること、及び
　前記発射体（６０６）の検出された前記位置に基づいて、前記リベットガン（１０２、
１０４）の中の電磁コイル（６０８ａ－ｈ）の通電を制御することを含む、請求項３に記
載の方法（４００）。
【請求項５】
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の前記発射体（６０６）の速度を調節すること
は、
　前記リベット（２０６）の構造上の特性と、接合されるべき構造体（２０２）の構造上
の特性のうちの少なくとも一つに基づいて、各リベットガン（１０２、１０４）の中の前
記発射体（６０６）の速度を制御することを含む、請求項３に記載の方法（４００）。
【請求項６】
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の前記発射体（６０６）の速度を調節すること
は、
　各リベットガン（１０２、１０４）の中の前記発射体（６０６）の速度を調節して、そ
の結果、前記第一のリベットガン（１０２）の中の前記発射体（６０６）と前記第二のリ
ベットガン（１０４）の中の前記発射体（６０６）によって、前記第一のリベットガン（
１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）が、互いから１００マイクロ秒以内に前記
リベット（２０６）に衝撃を与えるようにすることを含む、請求項３に記載の方法（４０
０）。
【請求項７】
　リベット留めシステム（１００）であって、
　第一のリベットガン（１０２）と、
　第二のリベットガン（１０４）であって、前記第一のリベットガン（１０２）と前記第
二のリベットガン（１０４）は、構造体（２０２）を接合するために取り付けられるべき
リベット（２０６）の両端で作動するように構成される、リベットガンと、
　コントローラ（１０６）であって、リベットの所与の側での各対抗する衝撃が、リベッ
トのもう一方の側で別の対抗する衝撃によって生じる衝撃波がリベットの前記所与の側に
到達するのとほぼ同じタイミングで起こるように、前記第一のリベットガン及び第二のリ
ベットガンの対抗する衝撃のタイミングを（ｉ）前記対抗する衝撃が起こる力、（ｉｉ）
リベットの構造上の特性、（ｉｉｉ）前記対抗する衝撃によって起こる衝撃波の速度に基
づいて対抗する衝撃のタイミングを決めることによって、前記第一のリベットガン（１０
２）と前記第二のリベットガン（１０４）の発射を同期させるように構成されるコントロ
ーラ（１０６）とを含むシステム。
【請求項８】
　前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）は各々、発射
管（６０２）の中に発射体（６０６）を組み込み、前記第一のリベットガン（１０２）と
前記第二のリベットガン（１０４）は各々、前記発射管（６０２）に関して配置された複
数の光学センサ（６０４ａ－ｈ）を含み、前記コントローラ（１０６）は、前記発射管（
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６０２）の中の検出された発射体（６０６）位置に少なくとも部分的に基づいて、前記第
一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）を作動させるようにプ
ログラムされる、請求項７に記載のシステム（１００）。
【請求項９】
　前記コントローラ（１０６）は、接合されるべき前記構造体（２０２）の構造上の特性
に少なくとも部分的に基づいて、前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベッ
トガン（１０４）を作動させるように更にプログラムされる、請求項８に記載のシステム
（１００）。
【請求項１０】
　前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）は各々、前記
発射体（６０６）の運動を引き起こすように動作可能である複数の電磁コイル（６０８ａ
－ｈ）を含み、前記コントローラ（１０６）は、前記検出された発射体（６０６）位置に
基づいて、前記電磁コイル（６０８ａ－ｈ）の通電を制御する信号を適用するように動作
可能である、請求項８に記載のシステム（１００）。
【請求項１１】
　前記第一のリベットガン（１０２）と前記第二のリベットガン（１０４）が、前記リベ
ット（２０６）に複数の対抗する衝撃を与えるように構成され、前記コントローラ（１０
６）は、前記複数の対抗する衝撃を同期させるように構成される、請求項７に記載のシス
テム（１００）。


	header
	written-amendment

